
NOVEMBER 2013 市政 58市政 NOVEMBER 201359

Mayors'  Action Mayors'  ActionMayors'  Action Mayors'  Action

9月18日〜10月18日

森
会
長
、
吉
田
・
都
市
税
制
調
査
委
員
会 

委
員
長（
大
阪
狭
山
市
長
）、 

髙
橋
・
同
副
委
員
長（
高
岡
市
長
）が 

自
由
民
主
党
・
地
方
税
勉
強
会
に
出
席

　

９
月
24
日
、
自
由
民
主
党
本
部
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
自
由
民
主
党
・
地
方
税
勉
強
会
に
森
会
長
、
吉

田
・
都
市
税
制
調
査
委
員
会
委
員
長
（
大
阪
狭
山
市

長
）、
髙
橋
・
同
副
委
員
長（
高
岡
市
長
）が
出
席
し
、

森
会
長
か
ら
、
都
市
自
治
体
と
し
て
も
、
デ
フ
レ
か

ら
脱
却
す
る
た
め
に
国
の
経
済
対
策
に
積
極
的
に
協

力
し
た
い
と
考
え
る
が
、
国
の
経
済
対
策
の
た
め
に

市
町
村
の
基
幹
税
で
あ
る
固
定
資
産
税
を
軽
減
す
る

と
い
っ
た
よ
う
な
手
法
は
断
じ
て
行
う
べ
き
で
は
な

く
、
全
国
市
長
会
と
し
て
は
、
こ
れ
に
反
対
す
る
旨

を
主
張
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
設
備
投
資
に

か
か
る
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
に
よ
り
、
直
ち
に

中
小
企
業
の
設
備
投
資
が
促
進
さ
れ
る
も
の
と
は
思

わ
れ
ず
、
ま
し
て
や
、
赤
字
企
業
が
設
備
投
資
を
行

う
動
機
づ
け
に
は
な
ら
な
い
こ
と
、
②
多
く
の
市
町

村
に
お
い
て
、
既
に
、
中
小
企
業
の
信
用
保
証
料
へ

の
助
成
、
設
備
投
資
の
一
部
（
例
え
ば
、
固
定
資
産

税
相
当
額
）
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
、
機
械
設
備

を
リ
ー
ス
し
た
場
合
に
お
け
る
一
定
期
間
の
補
助
金

の
交
付
な
ど
、
独
自
の
助
成
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
国
が
行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
施
策
を
無
視
し
、
市
町
村
の
努
力
に
水
を

差
す
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
基
幹
税
で
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あ
る
固
定
資
産
税
を
国
の
都
合
に
よ
り
一
方
的
に
軽

減
す
る
こ
と
は
、
地
方
分
権
の
理
念
に
反
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
、
④
国
と
地
域
の
中
小
企
業
の
事
情
に

精
通
し
て
い
る
市
町
村
が
協
働
し
て
こ
そ
、
中
小
企

業
の
設
備
投
資
を
促
進
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
挙
げ
、
重
ね
て
理
解
を
求
め
た
。

　

さ
ら
に
、
自
由
民
主
党
税
制
調
査
会
顧
問
（
自
由

民
主
党
副
総
裁
）
の
高
村
正
彦
衆
議
院
議
員
、
同
顧

問
の
町
村
信
孝
衆
議
院
議
員
、
同
顧
問
の
宮
沢
洋
一

参
議
院
議
員
、
地
方
税
勉
強
会
メ
ン
バ
ー
の
務
台
俊

介
衆
議
院
議
員
、
公
明
党
税
制
調
査
会
顧
問
（
公
明

党
政
務
調
査
会
長
）
の
石
井
啓
一
衆
議
院
議
員
、
同

事
務
局
長
の
西
田
実
仁
参
議
院
議
員
に
面
談
の
上
、

上
記
趣
旨
に
つ
い
て
強
く
要
請
し
た
。

�

［
財
政
部
］

森
会
長
と
全
国
町
村
会
の
藤
原
会
長
が 

「
平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
意
見
書
」 

に
よ
り
菅
内
閣
官
房
長
官
、
新
藤
総
務
大
臣
等

に
面
談
の
う
え
合
同
要
請

　

９
月
25
日
、
森
会
長
と
全
国
町
村
会
の
藤
原
会
長

は
、
菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
、
新
藤
義
孝
総
務
大
臣
、

山
口
那
津
男
公
明
党
代
表
、
石
破
茂
自
由
民
主
党
幹

事
長
、
岡
崎
浩
巳
総
務
事
務
次
官
に
面
談
の
う
え
、

「
平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
意
見
書
」
に
よ

り
、
固
定
資
産
税
の
安
定
的
確
保
、
車
体
課
税
の
見

直
し
に
伴
う
安
定
的
な
代
替
財
源
の
確
保
、
ゴ
ル
フ

場
利
用
税
の
現
行
制
度
の
堅
持
に
つ
い
て
合
同
要
請

を
行
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
①
固

定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
基
幹
税
で
あ
る
の
で
、
引

き
続
き
、
そ
の
安
定
的
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
と

り
わ
け
、
償
却
資
産
に
対
す
る
課
税
に
つ
い
て
は
、

国
の
経
済
対
策
等
の
観
点
か
ら
、
制
度
の
根
幹
を
揺

る
が
す
見
直
し
は
断
じ
て
行
う
べ
き
で
は
な
い
こ

と
、
②
機
械
設
備
を
リ
ー
ス
し
た
場
合
に
お
け
る
一

定
期
間
の
補
助
金
の
交
付
や
設
備
投
資
の
一
部
に
対

す
る
補
助
金
の
交
付
、
中
小
企
業
の
信
用
保
証
料
へ

の
助
成
な
ど
、
既
に
、
多
く
の
市
町
村
に
お
い
て
、

独
自
の
中
小
企
業
対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、
国
が
や

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
無
視

し
、
市
町
村
の
努
力
に
水
を
差
す
こ
と
に
な
る
も
の

で
あ
る
こ
と
、
③
市
町
村
と
し
て
も
、
経
済
対
策
に

積
極
的
に
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
国
と

地
方
が
協
働
し
、
中
小
企
業
の
設
備
投
資
を
促
進
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

車
体
課
税
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
取
得

税
は
、
そ
の
税
収
の
７
割
が
市
町
村
に
交
付
さ
れ
て

お
り
、
地
方
に
と
っ
て
は
、
貴
重
な
財
源
で
あ
る
。

そ
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
財
政
運
営
に
支
障
が

生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
安
定
的
な
代
替
財
源
を
必

#2

自由民主党税制調査会顧問（同党副総裁）の高村正彦衆議院議員（左）に要請
する森会長（中央）、髙橋・都市税制調査委員会副委員長（右）

自由民主党税制調査会顧問の町村信孝衆議院議員（左）に要請する森会長（中央）、
髙橋・都市税制調査委員会副委員長（右）新藤総務大臣（中央）に要請する森会長（右）、藤原全国町村会長（左）

菅内閣官房長官（中央）に要請する森会長（右）、藤原全国町村会長（左）
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波
市
長
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合

研
究
科
准
教
授
、
健
康
都
市
連
合
事
務
局
長
の
中
村

桂
子
氏
、
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
教
授
の
伊
香
賀

俊
治
氏
、
大
分
市
民
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

会
長
、
松
本
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
松

本
悠
輝
氏
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　

最
後
に
、
次
期
開
催
地
の
岡
﨑
・
高
知
市
長
か
ら

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
と
と
も
に
、
閉
会
あ
い
さ
つ
が
日

本
都
市
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
大
西
・
高
松
市
長
か
ら

あ
っ
た
。

�

［
調
査
広
報
部
］

国
と
地
方
の
協
議
の
場（
平
成
25
年
度
第
２
回
）

を
開
催
し
、
森
会
長
が
出
席

　

10
月
11
日
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
が
官
邸
で
開
催

さ
れ
、
本
会
か
ら
は
森
会
長
が
出
席
し
、
２
０
２
０
年

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
東
京
大
会
、
平
成
26
年
度
概
算
要

求
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
、
社
会
保
障
制
度
改
革

等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
安
倍
総
理
大
臣
か
ら
は
、「
地
方
の
元
気

な
く
し
て
国
の
元
気
は
な
い
。
地
域
自
ら
の
発
想

と
創
意
工
夫
に
よ
り
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
一
連
の
地
方
分
権
改
革

の
う
ち
、
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
、
国
か
ら
地
方

へ
の
権
限
移
譲
等
は
、
私
の
内
閣
で
着
実
に
実
践
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
こ
の

２
０
２
０
年
の
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
に
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
取
り
組
み
、
成
功
に

導
い
て
い
き
た
い
。
先
日
、
私
は
、
社
会
保
障
制
度

を
し
っ
か
り
と
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
と
い

う
待
っ
た
な
し
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
消
費
税

を
５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
決
断
を
し

た
。
こ
れ
に
は
、
新
た
な
経
済
改
革
を
中
心
に
国
と

地
方
を
通
じ
た
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
を
同
時
に

達
成
す
る
以
外
に
は
道
が
な
い
。
こ
の
確
信
の
も
と

に
こ
の
両
方
を
果
断
に
実
行
し
て
い
く
」
旨
の
発
言

が
あ
っ
た
。

　

協
議
に
入
り
、
ま
ず
、
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
つ
い
て
、
下
村

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣

か
ら
、
２
０
２
０
年
、
東
京
に
開
催
が
決
ま
っ
た
の

は
、
地
方
公
共
団
体
、
地
方
議
会
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
の
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
の
招
致
活
動
が
実
を
結
ん
だ
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ご
協
力
、
ご
支
援
い
た
だ

い
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
旨
の
発
言

が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
平
成
26
年
度
概
算
要
求
等
に
つ
い
て
、
地

方
六
団
体
側
か
ら
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
で
か

な
り
景
気
の
明
る
い
見
通
し
が
出
て
き
て
い
る
が
、

ま
だ
地
方
ご
と
に
濃
淡
が
あ
り
、
格
差
を
是
正
す
る

財
政
シ
ス
テ
ム
と
り
わ
け
地
方
交
付
税
の
総
額
確

保
が
我
々
に
は
大
き
な
命
題
と
な
っ
て
く
る
。
特
に

特
例
加
算
の
問
題
等
、
地
方
の
経
済
を
支
え
て
い
く

内
容
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
是
非
と
も
地
方

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い

し
た
い
。
地
域
の
経
済
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
基
金
が
平
成
25
年
で
切
れ
る
が
、
賃
金
が
上

が
っ
て
き
て
い
る
傾
向
は
ま
だ
出
て
き
て
い
な
い
。

基
金
に
つ
い
て
是
非
と
も
い
ろ
ん
な
面
で
細
か
な

内
容
に
ま
で
目
を
通
し
て
い
た
だ
い
て
、
基
金
が

担
っ
て
い
る
役
割
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
、
森
会
長

か
ら
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
方
針
を
決
定
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
を
し
て
い
る
。
簡
素
な
給
付

措
置
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
実
施
方
法
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
早
期
に
示
し
、
私
ど
も
の
意
見
を

十
分
踏
ま
え
た
制
度
設
計
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ず
確
保
し
、
そ
の
措
置
が
同
時
に
実
施
さ
れ
な
い
限

り
は
、
現
行
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
、
ま
た
、
地
方

の
道
路
舗
装
率
が
い
ま
だ
十
分
で
は
な
い
中
で
、
仮

に
自
動
車
取
得
税
が
廃
止
と
な
れ
ば
、
公
共
交
通
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
な
ど
を
主
張
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
税

収
の
７
割
が
交
付
金
と
し
て
、
ゴ
ル
フ
場
所
在
市
町

村
に
交
付
さ
れ
て
お
り
、
ゴ
ル
フ
場
関
連
の
道
路
の

整
備
改
良
、
環
境
対
策
等
の
財
政
需
要
に
対
す
る
貴

重
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
現
行
制
度
を
堅

持
す
る
こ
と
な
ど
を
要
請
し
た
。

�

［
財
政
部
］

「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
に
伴
う 

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
つ
い
て
」 

（
全
国
市
長
会
会
長
）を
発
表

　

10
月
１
日
、
森
会
長
は
、
安
倍
総
理
が
消
費
税
の

税
率
を
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
地
方
消
費
税
と

合
わ
せ
て
５
％
か
ら
８
％
へ
引
き
上
げ
る
方
針
を
決

定
し
た
こ
と
を
受
け
、
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。
コ

メ
ン
ト
で
は
、
①
本
会
は
こ
れ
ま
で
、
都
市
自
治
体

の
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
提
供
で
き
る
よ

う
地
方
消
費
税
率
の
引
上
げ
等
に
よ
る
安
定
財
源
の

確
保
を
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
度
の
決

定
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
、
②
12
月
上
旬
に
策
定
が

予
定
さ
れ
て
い
る
新
た
な
経
済
対
策
の
効
果
が
地
域

経
済
の
み
な
ら
ず
国
民
の
所
得
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
と

な
る
よ
う
、
都
市
自
治
体
と
し
て
も
協
力
し
て
取
り

組
む
と
表
明
し
た
。

　

ま
た
、
年
末
の
税
制
改
正
に
お
い
て
、
①
今
般
議

論
の
俎そ
じ
ょ
う上
に
の
ぼ
っ
た
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産

税
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
基
幹
税
で
あ
る

性
格
に
鑑か
ん
がみ
、
断
じ
て
こ
れ
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

こ
と
、
②
車
体
課
税
の
見
直
し
に
伴
う
安
定
的
な
代

替
財
源
の
確
保
や
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
現
行
制
度
の

堅
持
な
ど
に
つ
い
て
も
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た
基

礎
的
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
る
都
市
自
治
体
の

財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
都

市
自
治
体
の
意
見
を
十
分
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
慎

重
に
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

�

［
財
政
部
］

「「
農
地
中
間
管
理
機
構
」（
仮
称
） 

等
に
関
す
る
緊
急
意
見
」を 

内
閣
総
理
大
臣
等
に
提
出

　

経
済
委
員
会
の
も
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
農
業
政

策
等
を
考
え
る
小
委
員
会
（
委
員
長
：
牧
野
・
飯
田

市
長
）は
、
10
月
８
日
、「「
農
地
中
間
管
理
機
構
」（
仮

称
）等
に
関
す
る
緊
急
意
見
」を
、
内
閣
総
理
大
臣
を

は
じ
め
農
林
水
産
大
臣
並
び
に
自
民
党
政
務
調
査
会

長
等
に
提
出
し
た
。

�
［
経
済
部
］

第
75
回
全
国
都
市
問
題
会
議
を
開
催
、 

市
長
を
は
じ
め
約
２
０
０
０
名
が
参
加

　

10
月
10
日
、
11
日
の
２
日
間
、
大
分
市
の「iichiko 

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
、「
都
市
の
健
康
〜

人
・
ま
ち
・
社
会
の
健
康
づ
く
り
〜
」を
テ
ー
マ
に
、

後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所
、
日
本
都
市
セ

ン
タ
ー
及
び
大
分
市
と
の
共
催
に
よ
り
約
２
０
０
０

名
の
参
加
者
を
得
て
、
開
催
し
た
。

　

１
日
目
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
会
長
の
森
・
長

岡
市
長
の
開
催
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
諏
訪
中
央
病
院

名
誉
院
長
の
鎌
田
實
氏
か
ら「「
幸
せ
」で「
健
康
」で

「
長
生
き
」
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
基
調
講
演
の

後
、
開
催
市
の
釘
宮
磐
・
大
分
市
長
が
「
ま
ち
づ
く

り
は
人
づ
く
り
〜
「
と
も
に
築
く 

希
望
あ
ふ
れ
る 

元
気
都
市
」
を
め
ざ
し
て
〜
」
と
題
し
て
主
報
告
を

行
っ
た
。 

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館
館
長
の
中
村
桂
子

氏
が
「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
提
案

〜
す
べ
て
の
人
が
す
べ
て
の
時
を
生
き
生
き
暮
ら

す
〜
」、
ま
た
、
久
住
時
男
・
見
附
市
長
が「
ま
ち
づ

く
り
か
ら
の
健
幸
と
新
し
い
仕
組
み
」、
さ
ら
に
、

山
岸
治
男
日
本
文
理
大
学
教
授
が
「「
社
会
」
の
健
康

づ
く
り
〜
持
続
可
能
な
地
域
社
会
〜
」
と
題
し
て
一

般
報
告
を
行
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研

究
科
教
授
の
久
野
譜
也
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
、
北
村
正
平
・
藤
枝
市
長
、
辻
重
五
郎
・
丹

#3

#4#6

#5

パネルディスカッションの模様
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地
方
六
団
体
か
ら
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ

い
て
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
最
後
の
部
分
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
最
後
の
部
分
を
維
持
す
る

た
め
の
国
の
役
割
と
い
う
の
を
十
分
に
意
識
し
て
も

ら
え
れ
ば
都
道
府
県
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
く
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
介
護
従
事
者

の
給
与
に
つ
い
て
検
証
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い

い
。
相
変
わ
ら
ず
介
護
現
場
は
人
手
不
足
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
。
今
度
、
介
護
予
防
が
市
町
村
に
移
る

こ
と
と
な
っ
た
ら
、
介
護
自
身
が
大
変
な
状
況
に

な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
心
配
し
て
い

る
。
全
体
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
我
々
地
方
も
一

生
懸
命
や
っ
て
い
る
。

　

で
き
る
だ
け
地
域
が
ど
ん
ど
ん
少
子
化
の
た
め
に

施
策
を
打
て
る
よ
う
な
体
制
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ

ば
、
待
っ
て
い
て
は
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
少
子
化
に
つ
い
て

も
、
ぜ
ひ
思
い
切
っ
た
対
策
を
地
方
が
講
じ
ら
れ
る

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
等
の
発
言
を
し
た
。

　

最
後
に
菅
官
房
長
官
か
ら
、
安
倍
政
権
と
し
て
、

『
地
方
の
元
気
な
く
し
て
国
の
元
気
な
し
』、
こ
れ

が
基
本
姿
勢
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
し
っ

か
り
連
携
を
取
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
う
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
旨
の
発
言
が

あ
っ
た
。

�

［
企
画
調
整
室
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「
地
方
公
務
員
給
与
に
関
す
る
総
務
大
臣
と 

地
方
六
団
体
と
の
意
見
交
換
会
」に 

森
会
長
が
出
席

　

10
月
11
日
、「
地
方
公
務
員
給
与
に
関
す
る
総
務

大
臣
と
地
方
六
団
体
と
の
意
見
交
換
会
」が
総
務
省
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
地
方
六
団
体
か
ら
は
、
本
会
の

森
会
長
を
は
じ
め
各
団
体
の
会
長
が
、
総
務
省
か
ら

は
新
藤
総
務
大
臣
を
は
じ
め
政
務
三
役
等
が
出
席
し
、

地
方
公
務
員
給
与
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

新
藤
総
務
大
臣
か
ら
は
、
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
お
い

て
、
来
年
度
以
降
の
国
家
公
務
員
の
給
与
に
つ
い
て

は
、
人
事
院
勧
告
制
度
を
尊
重
す
る
政
府
の
基
本
姿

勢
に
立
っ
て
、
総
人
件
費
の
抑
制
、
脱
デ
フ
レ
、
経

済
再
生
等
の
状
況
も
含
め
て
国
政
全
般
の
観
点
か
ら

総
合
的
な
検
討
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
務
員
の
給

与
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
意
見
を
伺
い
つ
つ
考
え
て

い
く
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

山
田
全
国
知
事
会
長
か
ら
、
①
地
方
公
務
員
給
与

の
削
減
は
、
安
倍
政
権
が
進
め
る
、
デ
フ
レ
脱
却
、

経
済
再
生
の
取
組
み
と
矛
盾
す
る
こ
と
か
ら
、
削
減

を
継
続
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
②
今
回
の
地
方
公

務
員
の
給
与
削
減
要
請
に
お
い
て
経
済
力
の
あ
る
自

治
体
と
な
い
自
治
体
と
で
地
域
間
格
差
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
こ
と
等
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、
①
去
る
９
月
27
日
の
給
与
関
係

閣
僚
会
議
に
お
い
て
、「
人
事
院
勧
告
制
度
を
尊
重

す
る
政
府
の
基
本
姿
勢
に
立
っ
て
検
討
し
て
い
く
」

と
新
藤
・
総
務
大
臣
が
発
言
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

心
強
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
感
謝
申
し
上
げ

る
こ
と
、
②
長
岡
市
で
は
、
10
年
間
で
、
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
を
10
ポ
イ
ン
ト
下
げ
て
お
り
、
ま
た
、
同

時
に
定
期
昇
給
を
凍
結
す
る
な
ど
の
努
力
を
し
て
き

た
と
こ
ろ
、
③
削
減
を
し
て
い
な
い
団
体
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
っ
て
削
減
を
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
④
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
つ
い
て
は
、
地
域
手
当
が
算
定

対
象
外
で
あ
る
こ
と
や
国
の
指
定
職
を
除
い
て
算
定

し
て
い
る
等
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
き
ち
ん
と

見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
等
を
発
言
し
た
。

�
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ま
た
給
付
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
が
確
実
に

負
担
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
固
定
資
産
税
の
償
却
資

産
に
つ
い
て
は
、
地
方
は
赤
字
企
業
対
策
と
か
設
備

投
資
対
策
等
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
幅
広
く
実
施
し

て
い
る
。
長
岡
市
で
は
、
技
術
開
発
の
緊
急
開
発
支

援
、
設
備
投
資
、
固
定
資
産
税
３
年
分
を
前
倒
し
補

助
、
信
用
保
証
料
を
補
助
し
て
融
資
を
受
け
や
す
く

す
る
等
の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
財
源
が
な
く

な
る
と
こ
れ
が
全
て
で
き
な
く
な
る
。
結
局
、
企
業

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な
る
と
い
う
面
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
是
非
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
国

は
、
地
方
の
政
策
と
共
同
し
て
実
施
し
た
方
が
効
果

は
あ
る
。
し
た
が
っ
て
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産

等
、
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
見
直
し
は
と
に
か
く

行
わ
ず
に
現
行
制
度
を
堅
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
な
代

替
財
源
を
必
ず
確
保
し
て
、
こ
の
措
置
が
同
時
に
実

施
さ
れ
な
い
限
り
は
現
行
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
、

自
動
車
重
量
税
に
つ
い
て
も
、
税
収
の
４
割
が
市
町

村
に
譲
与
さ
れ
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
て
所
要
の

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
も
維
持

を
す
る
こ
と
。
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
地
域
経
済
活
性
化
に
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
る

の
で
、
地
方
単
独
事
業
を
含
め
た
財
政
需
要
を
適
切

に
地
方
財
政
計
画
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
国

民
健
康
保
険
の
運
営
主
体
を
都
道
府
県
に
移
行
す

る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、

国
保
の
財
政
基
盤
の
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。
先
ほ

ど
総
務
大
臣
会
合
で
も
意
見
を
申
し
上
げ
た
が
、
地

方
公
務
員
給
与
に
つ
い
て
は
、
地
域
経
済
に
影
響
す

る
の
で
、
削
減
措
置
は
今
年
度
限
り
に
お
願
い
し
た

い
等
を
発
言
し
た
。

　

次
に
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
、
新
藤

地
方
分
権
改
革
担
当
大
臣
か
ら
、
配
布
資
料
に
基
づ

い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
上
で
、
地
方
分
権
の
進
捗

を
国
民
の
皆
さ
ん
に
き
ち
ん
と
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
優
良
事
例

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
再
構
築
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
手
段
を
使
っ
て
お
知
ら
せ
を

し
、
き
ち
ん
と
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
よ
う

と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
地
方
分
権
改
革
を
行
っ
て
、

そ
の
成
果
を
地
域
の
住
民
に
還
元
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
等
の

発
言
が
あ
っ
た
。

　

地
方
六
団
体
か
ら
は
、
従
う
べ
き
基
準
が
ま
だ
多

す
ぎ
る
。
責
任
あ
る
地
方
を
作
る
た
め
に
も
、
地
方

が
説
明
責
任
を
果
た
し
て
、
条
例
等
で
決
め
て
、
責

任
を
と
る
体
制
を
取
ら
な
い
と
、
本
当
の
意
味
で
の

地
方
分
権
や
責
任
あ
る
地
方
自
治
体
は
で
き
な
い
、

是
非
、
こ
れ
を
取
り
除
く
作
業
に
入
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
発
言
し
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、
地
方
と
国
と
の
交
流
が
減
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
り
、
お
互
い
に
議
論
し
、
事
情
を
す

り
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
現
実
に
、
一
つ
の
政
策

に
３
つ
く
ら
い
の
省
庁
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
り
、
各
省
庁
の
縦
割
り
を
総
合
し
た

と
こ
ろ
に
新
し
い
政
策
が
出
て
く
る
等
の
発
言
を

し
た
。

　

次
に
、
社
会
保
障
制
度
改
革
に
つ
い
て
、
ま
ず
、

田
村
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
配
布
資
料
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
後
、
基
金
に
つ
い
て
は
、「
緊
急
雇
用
創

出
臨
時
特
例
基
金
」
に
関
し
て
は
地
方
の
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
。「
簡
素
な
給
付
措

置
」
に
つ
い
て
は
、
給
付
措
置
支
給
業
務
実
施
本
部

を
厚
生
労
働
省
に
設
置
し
、
こ
れ
か
ら
の
段
取
り
を

鋭
意
検
討
し
て
い
き
た
い
。
11
月
下
旬
に
は
事
業
実

施
方
式
の
素
案
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
に
説
明
す

る
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
事
務
的
な
費
用
に
関
し

て
、「
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
と

そ
れ
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
」（
平
成
24
年
10
月
１
日

閣
議
決
定
）
で
は
、
国
は
簡
素
な
給
付
措
置
の
実
施

に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
負
担
す
る
と
し
て
い
る

が
、
全
額
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
皆
様

と
合
意
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
国
保

に
つ
い
て
は
、
公
的
国
民
医
療
保
険
、
介
護
保
険
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ

て
い
る
し
、
低
所
得
者
の
方
々
が
多
く
、
ま
た
、
高

齢
者
の
方
々
が
多
く
、
非
常
に
財
政
が
厳
し
い
と
い

う
こ
と
も
十
分
に
理
解
し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
れ

か
ら
市
町
村
と
都
道
府
県
と
の
役
割
分
担
と
い
う
こ

と
も
色
々
議
論
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
国
庫
の
財
政
支
援
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
話
し
合
い
を
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
等
の
発
言
が
あ
っ
た
。

意見交換会に臨む六団体会長（前列右から２人目が森会長）
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